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前後期各1回

試験期間に設定し、形式は文書試験とする。

本校の規定に基づき、全科において共通評価基準にて算出する。

①試験得点＝50％（10ポイント）

②出席率　 ＝50％（10ポイント）

以 上

Oral Presentation 

Message for students
効果的なプレゼンテーションの方法を学習しましょう。

成 績 評 価 方 法

上記の2つの項目をそれぞれ１０ポイント（合計20ポイント）に置き換えて、そのポイントに応じてA,B,C,D,F評定を決定す
る。

尚、前提基準として①試験全体平均点の50％未満。または②出席率の50％未満に該当する場合には「F」評価とする
が、通年教科の後期学年末の評価については、前期および後期全体の状況をもって算出する。

関 連 科 目
Hotel Conversation English

Reference book

How to proceed class Learn the expressions required for the presentation for each topic in the textbook

試験の実施方法

Final exam

Unit 8: Performance

Unit 8: Performance

Unit 9: Cite your source: p. 58-63

Unit 9: Cite your source: p. 64-67

Oral Presentation 

Oral Presentation 

First exam

Unit 5: Have I got your interest? P. 30-33

Unit 5: Have I got your interest? P. 33-39

Unit 6: Performance: p. 41-42

Unit 7: Technical Problems: p.44-47

Unit 7: Technical Problems: p.48-53

Unit 2: Individual Presentation: p. 13-14

Unit 3: Job hunting p.16-21

Unit 3: Job hunting p.22-25

Unit 4: Performance: p.27-28

Unit 4: Performance: p.27-28

Oral Presentation　Preparation 

Class Introdution and Presentation Practice、Unit 1: What are the options? P.3-5

Unit 1: What are the options? P.3-5

Unit 1: What are the options? P.6-11

Unit 2: Individual Presentation: p. 13-14

教 科 書 Speaking of Speech Level2 Student Book with DVD

Lesson content
内容

経 歴

■授業・科目情報

学 習 目 標

効果的なプレゼンテーションの基本を学び、魅力的プレゼンテーション方法を習得する

担 当 教 員 名 Ryan Thomas 実務経験なし

開 講 学 期 通年 授 業 の 方 法

単 位 数 1単位 年 間 授 業 時 間 数

科 目 区 分 語学科目

授 業 科 目 名 イングリッシュプレゼンテーション（英） 英 文 授 業 科 目 名 English Presentation
年 度 ２０２３年度 年 次 英語専攻科

授 業 コ マ 数

授 業 概 要（シラバス）　

■科目基本情報 専門学校日本ホテルスクール

科 目 番 号 FL１０８ 分 類 演習科目


